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【概要】令和 4 年度大学連携研究設備ネットワークにおける初歩講習会として「SPM 初歩

講座」を開催した。SPM の基礎から、装置について基本的な解説をおこなった。 

【開催日時】 2022 年６月 23 日(木)、13 時～14 時 15 分 

【場所】 WEB ミーティング(ZOOM) 

【講師】 中本 圭一（分子科学研究所）、齋藤 伸裕（株式会社 NanoAndMore ジャパ

ン） 

【参加対象者】SPM 測定経験者および今後、使用する予定のある方。 

【参加申し込み者数】38 名 

【主催】大学連携研究設備ネットワーク 

【開催内容】大学連携研究設備ネットワークホームページに、講習会スライドを掲載。 

【アンケート】回答数 25 件 

 



 

 

 



 
５問の正答率 78.4％ 

 

 
 

よく理解できた 8 名、理解できた 10 名 合計 18 名 

少し難しかった 6 名、難しかった １名 合計 7 名 

 

コメント 13 件 

● 基礎的な仕組みをわかりやすく説明して頂けて、また寒天等の柔らかい試料の測定方

法について教えて頂き、参考になりました。有難うございました。 

● 短時間の講習の中で良くまとまっていて、よかったと思います。次回も参加したい

と思います。 

● カンチレバーの選定や取扱いついて、装置メーカーのウェビナーではあまり詳しく踏

み込まない実務的なノウハウ等のお話を伺うことができて、大変参考になりました。 

● 非常に残念ながら直前になって予定になかった業務が入ってしまい、受講することが

できませんでした。（録画公開はなさそうですので）次回があればぜひ参加したいと

思っています。なお本アンケートでは、各質問に対して必ず何か選択しないと送信で



きないようでしたので、できる範囲で回答いたしました。次回はよろしくお願いいた

します。 

● 走査電顕には携わってないが、興味深い内容だった。 

● また機会がございましたら、今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

● 非常にわかりやすかったです。とくに水平方向の測⾧には注意が必要ということをあ

まり意識してこなかったこともあり、大変勉強になりました。中級も楽しみにしてい

ます。 

● Bruker の PeakForce Tapping/ScanAsyst モードに適用できるプローブ（社外品）につ

いて、おおよその機械特性の参考値などはありますか？経験的な情報でも結構ですの

で、ご教示頂けると幸いです。 

→PeakForceTapping はオフレゾナンスという共振周波数ではない周波数でカンチレバ

ーを加振する方法です。原理的にはどんな機械特性のカンチレバーでも動作しますが、

コントロールソフトウェアのデフォルト設定を調整せずに使いたいということでしたら

ブ ル カ ー の ScanASYST-AIR （ 70kHz 0.4N/m ） に 近 い PNP-TRS が 良 い で す 。

https://www.nanoandmore.jp/ScanAsyst-PeakForce-Tap-AFM-Probes 

もしお使いの装置が DimensionICON でしたら、念のため Engage 時のモードを intelligent 

mode から通常モードに切り替えてもらったほうが安全です。 intelligent mode は、通常

モードに比べ engage 時間が短くて済みますが、反面、 0,4N/m や 0.7N/m からずれてい

ると探針先端を折ってしまうことがあるそうです。  

 

● 入門的に測定しやすいサンプルの紹介や実際の画像を紹介いただけると、自身の装置

との比較して測定が上手くいっているかの判断ができるかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

● とても分かりやすい講習会で感謝いたします。知識不足で実感しました。 

● 基礎的な話で、今更聞けないような内容を非常にわかりやすく説明頂きありがとうご

ざいました。また中級以上の講習も楽しみにしています。本日はありがとうございま

した。 

● 申し訳ございません。来客により、1/2 くらいしか拝聴できませんでした。 

● サンプルセットでグリップシートがご紹介されていましたが、フィルム状のサンプル

をシワやうねりなく綺麗にセッティングするコツはありますでしょうか？ 

→ フィルム試料をシート上に載せた後に、同じフィルムもしくは、はがしたシート保護フ

ィルムで上から軽く押さえるとうまくいく場合が多いです。それでも非常に薄いフィルム

の場合は、気泡が中に入ってしまう場合がありますが、この時は平らに貼られている部分を

探して、探針をアプローチすると良いでしょう。 

-以上- 


